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スケート教室

昨年12月15日にオープンした「市民の森スケー卜場」で、 1月14日から市内小学校のスケート教室カ、

行われました。担任の先生から注意事項や説明を聞いた後、子供たちは、友達と手をつないだりし なカ、

ら楽しそうに滑っていました。

「市民の森スケー卜場」は、日曜 ・祝日には家族連れや若者など2，000人前後の人出でに ぎわっていま

す。

市民の動き主な内容

スパ イクタイヤ粉じん問題特集・・・・・・・・・・・・・・・・・・......2・3ページ

昭和59年度の決算を公表. . . ........ ... .. . ...... . ... . ..... 4~6 ページ

市県民税 ・所得税の申告はお早めに・・・ ....................7ページ

健康づく り、 冬の肌・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......8ページ

あなたの国民年金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9ページ

お知らせ・・・・・・・ ..............................................10・11ページ

おくやみ・・ .........................................................12ペー ジ

口

男

女

数

人

帯

(

総

世

( 1月1日現在)

116，848人 (+90) 

57，013人 (+44) 

59，835人 (十 46)

36，638世帯 (+ 31) 

)内は前月比です



に
十
台
中
九
台

ノ

号
ヤ
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内

山
訳
は
、
大
型
車
(
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
)

第
よ
り
小
型
車
の
使
用
率
が
高
く
、
雪

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
注
目

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
る
粉
じ
ん
、

騒
音
、
道
路
の
摩
耗
は
、
冬
期
聞
の

新
た
な
公
害
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

中
で
も
道
路
粉
じ
ん
は
、
グ
ラ
フ

が
示
す
と
お
り
冬
期
に
は
夏
期
の
五

か
ら
七
倍
の
量
に
は
ね
上
が
り
、
こ

れ
を
吸
い
込
む
周
辺
の
住
民
や
通
学

児
童
の
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
商
庖
街
で
も

庖
頭
の
商
品
に
粉
じ
ん
が
舞
い
落
ち

る
た
め
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。
ま
た

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た

道
路
や
道
路
標
示
の
補
修
費
に
は
、

-u 
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、

金
属

ピ
ン
を
使
わ
な
い
ス
ノ

i
タ
イ
ヤ
の

関
を
入
っ
た
す
ぐ
右
側
の
所
に
展
示

し
ま
す
。
御
覧
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ソ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
左
図

の
性
能
テ
ス
ト
結
果
の
よ
う
に
、

市内の粉じん量の変化
(μg/耐) …. (県公害課調べ)
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道路端にたまった粉じんを清掃する大型清掃車

県
内
だ
け
で
も
毎
年
二
十
億
円
以
上

が
使
わ
れ
、
自
治
体
の
財
政
を
圧
迫

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
五
十

八
年
か
ら
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
問
題
を

抱
え
る
関
係
道
府
県
市
の
行
政
連
絡

会
議
が
も
た
れ
、

問
題
の
究
明
と
対

応
策
が
相

E
に
出
さ
れ
検
討
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
宮
城

県
で
は
昨
年
十
二
月
に
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
対
策
条
例
が
可
決
さ
れ
、
冬
季

以
外
(
四
月
か
ら
十
一
月
)
の
ス
パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
が
全
面
禁
止
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野
県
で
も
県

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
使
用
自
粛
要
綱
を

制
定
し
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用

自
粛
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
道

路
粉
じ
ん
量
の
実
態
調
査
や
人
体
へ

の
配
彰
明
菅
調
剛
志
凶
也
、
ス

バ

J
A
l
々
ノ

O
ノ

J

l

わ
t

に

の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昨
年
十
二
月
に
関
係
十

二
課
に
よ
る
対
策
会
議
を
聞
き
、
道

路
清
掃
な
ど
市
の
責
務
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
関

係
団
体
に
協
力
を
呼
び
か
け
、
市
民

一
丸
と
な
っ
た
運
動
を
広
げ
て
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ス
パ

イ
ク
タ

イ
ヤ
問
題
に
対
し
正
し
い
知
識
と
御

理
解
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
春
先

に
か
け
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
自

粛
と
早
期
履
き
替
え
、
ま
た
地
域
ぐ

る
み
で
の
道
路
清
掃
な
ど
に
皆
さ
ん

の
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

使
用
率
的
%

市
で
は
、
昨
年
十
二
月
と
今
年
一

月
に
、
市
内
の
道
路
四
か
所
で
ス

パ

イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
実
態
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
調
査
の
時
間
帯
は
、
午
前

七
時
か
ら
八
時
の
通
勤
時
間
帯
と
午

前
十
時
か
ら
十
一
時
の
二
回
行
い
、

そ
の
合
計
数
か
ら
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

の
使
用
率
を
求
め
ま
し
た
。

十
二
月
九
日
の
調
査
で
は
、
ま
だ

市
内
に
雪
が
降
ら
ず
使
用
率
も
五
・
八

バ

1

セ
ン
ト
と
低
い
状
配
て
し
た

そ
の
後
、
雪
か
数
回
降

っ
た
た
め
~

同
月
」
ア
工
』
口
u
mり
論
判
*
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ヤ
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
内

氏
は
、
大
型
車
(
ト
ラ
y

ク
な
ど
)

よ
り
小
型
車
の
使
用
率
か
高
く
、
雪

が
い
っ
た
ん
降
る
と
多
く
の
人
が
春

先
ま
で
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使
用
を

続
け
る
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

な
ど
展
示
中

道
路
粉
じ
ん
公
害
の
原
因
と
な
る

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
る
も
の
と

だ一(3)一一一一昭和61年 2月1日 広報

スパイクタ4ヤ使用率調査結果表

スパイクタイヤ使用率(上・下線合計)

小型車|大型車|合 計

えつ

調査月日

160年12月9日 5.5% 10.0% 6.4% 国道18号線 Ivv  ， ._" ~ -I v.v，v ，v.v，v 

(秋和) I " 1  i!r:.. 1=1 "1 t') r1  I 1¥.011 ，.，0/ 1"70 .. ()/ 161年 1月13日 94.7% 1 78.1% 91.7% 

調査道路

160年12月9日 3.5% 13.6% 3.7% 国道143号線 Ivv  ， ._" ~ -I v.v/v ，v.v，v 

(上田原) I r'l.b=.. 1=1 '1 0") rl I 1¥ n .， 0/ '11'¥ .. 0/ 161年 1月13日 92.1% 30.4% 88.9% 

を
入

た
ヤ
ぐ
右
側
の
所
に
関
示
制

し
ま
す
。
御
覧
く
だ
さ

い
。

判

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
左
図
叩

の
性
能
テ
ス
ト
結
果
の
よ
う
に
、
庄
町

雪
路
面
で
は
ス
ピ
ー
ド
を
少
し
下
げ

叩

れ
ば
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
ほ
ぼ
同
等
m

の
制
動
能
力
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
町
市
で
は
、
か
ね
て
か
ら
地
域
の
経

て
い
ま
す
。
市
で
も
ス
パ
イ
ク
タ
イ
吋
済
基
盤
の
確
立
と
、
遅
れ
て
い
る
地

ヤ
追
放
に
本
腰
を
入
れ
る
た
め
、
公
司
域
交
通
網
整
備
の
重
要
な
基
幹
事
業

用
車
を
順
次
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
引
で
あ
る
関
越
自
動
車
道
上
越
線
佐
久
・

に
切
り
替
え
る
と
ん
」
も
に
、
冬
季
で
町
更
埴
聞
の
早
期
建
設
促
進
を
、
関
係

も
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
な
い
叫
す
る
沿
線
市
町
村
と
連
携
を
保
ち
な

運

動

を

行

っ

て

い

ま

す

。

一

が

ら

、

国

に

対

し

て

強

力

に

要

請

を

同
じ
て
き
ま
し
た
。

叩
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
昨
年

叩
九
月
末
に
は
建
設
省
か
ら
「
環
境
影

山
響
評
価
報
告
書
」
が
提
示
さ
れ
て
、

向
次
期
「
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建

一
設
審
議
会
」
い
わ
ゆ
る
国
幹
審
に
お

山
い
て
、
「
整
備
計
画
路
線
」
に
格
上
げ

ゐ
を
す
る
た
め
の
事
務
的
な
手
続
き
が

叩
終
了
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
に
入
り
、

市
去
る
一
月
二
十
一
日
に
こ
の
「
国
幹

}
審
」
が
開
催
さ
れ
、
関
越
道
上
越
線

ふ
佐
久
・
更
埴
聞
が
、
「
整
備
計
画
路
線
」

w

と
し
て
格
上
げ
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

切
「
国
幹
審
」
の
決
定
内
容
は
別
掲
の

刊
と
お
り
で
す
が
、
格
上
げ
決
定
に
よ

叩
っ
て
今
後
日
本
道
路
公
団
で
は
、
よ

…
り
具
体
的
な
建
設
に
向
け
て
の
作
業

向
が
進
め
ら
れ
、
建
設
が
促
進
さ
れ
る

…
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
で
は
、

目
を
集
め

て
い
ま
す
。

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、
金
属

ピ
ン
を
使
わ
な
い
ス
ノ

l
タ
イ
ヤ
の

一
種
で
、
タ
イ
ヤ
表
面
に
寒
き

に
強

い
軟
質
の
特
殊
配
合
ゴ
ム
を
用
い
、

道
路
へ
の
接
地
、
摩
擦
面
を
大
き
く

し
防
滑
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
し
た

も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ
の
ス
タ

ッ

ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
や
脱
着
が
簡
単
な
非

金
属
製
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
広
く
皆
さ

ん
に
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
二
月

中
旬
ま
で
市
役
所
本
庁
舎
の
正
面
玄

国道144号線

(住吉) 1"'1h::' 1 1=11t')r1 I 1'¥1 r-O/ r-n 1"'0/ 161年 1月13日 91.5% 58.6% 90.2% 

160年12月9日 21.8% 6.0% 7.1% 広域農道 Iov~~~n ':7 U I GJ. .0/0 v.v/o 

(古里) 1 ~."，.，. c.~~ 1 AA  .r，/ ~~ .n/ 161年 1月13日 90.4% 36.4% 85.3% 

合 計 160年12月9日 5.1% 6.8% 5.8% 
スノfイクタイヤ| 一ー 一一一1...----一一一一--r----------------1

使用率 161年 1月13日 92.3% 59.7% 89.0% 

70 60 

時速50kmでの制動停止距離(m)

スノTイクタイヤ

アイスJ(ーン

状の路面

圧雪 路面

一
日
も
早
い
高
速
道
路
の
供
用
開
始

に
向
け
て
、
通
過
予
定
沿
線
の
自
治

会
の
皆
様
な
ど
と
の
調
整
を
図
り
つ

つ
、
建
設
促
進
の
運
動
を
さ
ら
に
強

力
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
関

係
地
域
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
市
民

各
位
の
い
っ
そ
う
の
御
理
解
・
御
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

整備計画により決定された事項(佐久・更埴閑)
経過する市町村名・距離・・・佐久市・小諸市・東部町・

上田市・坂城町・更埴市 47km 
車線数・・・全区間 4車線

設計速度・・・全区間80km/時
連結位置および連結予定施設

『連結位置| 連結予定施設

小諸市|一般県道小諸上回線

上田市|一般国道144号線

坂城町| 町 道A04号線

工事に要する費用の概算額...2，220億円
施工主体・・・日本道路公団



3，942万円

{意4，243万円

憶6，770万円

2，718万円

7，761万円

5，694万円

3，489万円

1，953万円

1，500万円

6，583万円

1，278万円

5，000万円

6，700万円

411万円

730万円

287万円

750万円

100万円

，547万円

，012万円

7，582万円

740万円

6，250万円

2，210万円

1，000万円

2.237万円

広報うえだ 昭和61年 2月1日一一一 (4)ー

国和59年度の決算を公表
昭和59年度一般会計、特別会計、公営企業会計

が、市議会において認定になり ましたので、

;納容を公表します。

〆般会計は 、収入総額219憶2，817万円、支出総

同14憶7，950万円で、差し引き4億4，867万円の黒

?決算で、終了 し、これを次年度へ繰り越し まし た。

鮮度と比較すると、収入総額では6.4%、支出総

itli6.8%の増となりました。収入の主なものは、

dm力、収入総額の47.9%を占め、次いで国庫支出

riO.8%、市債8.2%などとな っています。支出に

ついては、民生費が支出総額の18.2%を占め、次

いてい土木費16.4%、教育費14.3%などとな ってい

ます。各科目の収 入支出済額は、グラフ 1のとお

りです。

特別会計は、各会計とも計画どおりの執行で、

別表 1の とお り黒字で決算を終了しま した。公営

企業会計は独立採算を目途に努力し 、別表 2のと

おり黒字決算で終了しました。

(注) 万円未満は四捨五入してあります。(以下グ

ラフなども閉じ)

.. 一般会計収支決算

亡ゴ 自主財源 依存財源

コ議 会 費 2削初円(1.2%) 

コ労 働 費計意5.6師円(1.2%)

|災害復旧費 4憶8，080万円(2.2%)

亙 創意2.810万円(2.9%)

ど費 /11 i意8.9悶 円(5.5%)

と費 /16憶 338万円(7.5%)

2置 費 17憶9.254万円(8.3%) I 
、~こここ ' 

~ ~ 費 23憶6.802万円(11 .0%)
、~ここご E 

F車産業費24憶2却 7万円(11.3%) 
に ここ E 

青 費 30憶7.029万円(14.3%) 

;t;:費 35憶1，848万円(16.4%)
、ミミご

ミ三貴39億 311万円(18.2%) 

-L司E司・岨~IL~]"'lb"'~__  

-E璽盟圃也監i与量aJ凶掴・

市 税桁1崎 2お筋阿向一8紡問同叩万朋胴叩円剛附…(付4

国庫支出金 2お3鴻憶5.9悶円(什1叩0.8脱%) / 

| 市 債 1η7憶閉9引19叩0万明明円町(ω8.2%) / 

地方交付税| 1澗 5却9悶円(げ7.1防附%紛) / 

諸 収入 | 1円5憶飢3，3悶円(げ7脱附) / 

制金負担金| 12俄 220万円(5.9%)/ 

県支出金| 12憶4.744万円(5.7%) / 

繰越 金 5憶 間町2.3%)亡コ

使用料酬 2憶8.398万円(1.3%)口

財 産 収入 2億7.771万円(1.3%)口

地方譲与税 2憶3.2347J円(1.0%)口
朗報鰍到す金 11晴{憶衛意官和制7刀3珂6悶円(ω0ω跳悶8脱紛%刻)口口

繰入 金 1億円 (0.4%)日
寄 附金 5.5お万円(0.2%)~ 

交通知側附 1，7507JF9(0.1%)~ 
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一般会計の主な使いみち

土木費

0 同和対策生活環境整備事業

0児童手当支給額

0生活保護扶助費

0福祉手当支給額

0敬老祝金品支給額

0特定地域農業振興総合対策事業

0転作促進特別対策事業(神科)

0新農業構造改善事業(浦里南部)

0広域畜産環境対策事業補助金

0非補助土地改良事業

0農村総合整備モテル事業

o同和地区農業振興事業

0真 田幸村公銅像建立事業

0上 田商工会議所会館建設補助金

0 中小企業融資預託金

0歴史遊歩道前山地区駐車場等新設事業

0市民会館営繕工事費

0上回公園施設営繕等工事費

0道路新設改良費

0河川水路新設改修事業

0街路整備事業

0都市計画公園整備事業

0市営住宅建設(建て替え)事業

(千曲町団地)

0豊殿小学校校舎増築事業

0南小学校屋内体育館新築事業

0南小学校プール新設事業

0 中央公民館・文化会館建設事業

0陸上競技場改修工事

O上田城跡南福保存修理工事

第 952号ー

3，942万円

11意4，243万同

4億6，770万円

5，135万円

2，683万円

2，718万円

7，761万円

5，694万円

3，489万円

9億1，953万円

1憶1，500万円

1，278万円

5，000万円

12憶6，700万円

411万円

730万円

円 IJ口口 三

131意 750万円

H意 100万円

1億2，547万円

2億7，012万円

3億7，582万円

I億 740万円

2億 210万円

6，250万円

7億2，210万円

1，000万円

2，237万円
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特別会計の主な事業状況

4土地取得事業

。土地取得状況(2件、 587m') 2，461万円

必固有線放送電話事業

。加入者数 3，611人

岨民健康保険事業

。加入状況 14，825世帯 36，340人

。保険給付状況(236，792件) 31憶8，630万円

。受診率 年間一人当たり 6.1件

4交通災害共済事業

。加入者数 104，666人

0見舞金支給状況(530件 ) 2，591万円

。学童ヘルメット贈呈状況(1，700人) 123万円

4福祉事業センタ一事業

。利用実人員 104人 作業工賃 7，074万円

4老人保健事業

。医療受給者数 9，412人

。医療費給付状況(151，831件) 31億 5，574万円

。受診率 年間一人当たり 16.1件

1同和地区住宅新築資金等貸付事業

0貸付状 況(31件) 1億3，500万円

。不良住宅地区住宅新築資金利子補給状況(32件)287万円

t公共下水道事業

。普及状況

・水洗化人口 24，744人 ・確認申請戸数 7，548戸

・使用可能戸数 8，358戸 ・利用率 90.3%

。下水道排水設備資金融資利子補給状況(1，243件 )308万円

。処理場、 管美建設工事費 6億 1，568万円

1億7，998万円

公営企業会計の主な事業状況

1産院事業

。病院経営の主体で、ある利用者数

・入院患者数 6，847人 ・外来患者数 12，609人

・出生数 485人

t水道事業

。給水状況

・給水戸数 29，740戸 ・給水人口 94，438人

・年間有収水量 12，232，205m' 

16，397，057m' 

-拡張工事費(40か所) 6億4，072万円

・建設改良工事費(39か所) 9，228万円

d国惨 特別会計収支決算

事 業 名 決 算 吉氏

歳 入 2億2，787万円
土地取得 事業

歳 出 2，461万円

塩田有線放送 歳 入 4，265万円

電話事業 歳 出 3，945万円

歳 入 36億6，762万円
国民健康保険事業

歳 出 35億 7，045万円

歳 入 3，161万円
交通災害共済事業

歳 出 3，138万円

福祉事業センター 歳 入 1億 3，682万円

事業 歳 出 1億 3，536万円

歳 入 31億 1，551万円
老人保健事業

歳 出 31億 271万円

同和地区住宅新築 歳 入 4億 782万円

資金等貸付事業 歳 出 4億 763万円

歳 入 13億 141万円
公共下水道事業

歳 出 12億 5，035万円

'Þ't~ 
公営企業会計収益的収支決算

企業名 決 算 事頁

歳
入出

2億 2，237万円
産院事業

歳 2億 1，340万円

水道事業
歳入 13億 1，691万円

歳 出 12億7，087万円

公営企業会計資本的収支決算

企業名 決 算 額

晶入 275万円
産院事業

歳 出 978万円

歳入 : 7億2，647万円
水道事業

歳出 8億 5，915万円



特別

事土地取

o土t也
市
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
は
お
早
め
に

ヘ
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⑫
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②
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今
年
も
市
県
民
税
・
所
得
税
確
定

な
ど
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
時
期

に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
中
の

収
入
金
額
と
必
要
経
費
を
計
算
し
て
、

一
一
月
十
七
日
側
か
ら
三
月
十
五
日
出

ま
で
に
、
必
ず
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
無
申
告
や
期
限
後
の
申

告
の
場
合
は
、
加
算
税
が
つ
く
な
ど

余
分
な
負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

御
注
意
く
だ
さ
い
。

例
年
、
申
告
期
限
間
近
に
な
り
ま

す
と
、
窓
口
が
た
い
へ
ん
混
雑
し
て

長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
告
は
お
早
め
に
済

ま
せ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

だえつー (7)一一一一昭和61年 2月1日 広 報

市
県
民
税
の
申
告

自
治
会
を
通
じ
て
お
配
り
し
て
あ

り
ま
す
「
昭
和
六
十
一
年
度
市
県
民

税
の
申
告
に
つ
い
て
」
「
昭
和
六
十
一

年
度
市
県
民
税
申
告
書
」
の
内
容
を

御
覧
い
た
だ
き
、
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
こ
れ
ら
の
書
類
は
、
各
世
帯

へ
一
部
あ
て
お
届
け
し
ま
し
た
が
、

一
世
帯
で
二
人
以
上
の
申
告
者
が
い

て
書
類
が
不
足
す
る
場
合
な
ど
は
、

お
手
数
で
も
市
役
所
市
民
税
課
ま
た

は
市
役
所
各
支
所
窓
口
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
人
は
、

一
つ
の
事
業
所
か
ら
の
給
与
所
得
だ

け
の
人
で
、
そ
の
勤
務
先
の
事
業
所

か
ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
き
れ
て
い
る
人
と
、
所
得
税
の

確
定
申
告
を
し
た
人
で
す
。
こ
の
ほ

か
の
人
は
、
所
得
の
多
少
に
関
係
な

く
申
告
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
二
つ
以
上
の
事
業
所
か

ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、
給
与
の

ほ
か
に
年
金
や
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
る
人
、
給
与
の
ほ
か
に
農
業
所
得

地 区 名 会場名 受付 B

下本郷、五加、東五加、中野、
塩田解放 会館 2月18日ω

上本郷、学海南、学海北

上小鳥、下小島、
2月19日(羽

保町'、舞回、八木沢
11 

豊里、搬城 農村環境改善センター 2月20日附

別所、野 倉 相 染 |誌l 2月21日倒

泉 田 泉田公民館 2月21日幽

平井寺、鈴子、石神、柳沢 鈴子公民館 2月24日間

下之郷、桜 下之郷 公民館 2月24日間

城 ー下 農協城下支所 2月25日(刈

至 JEJS L E 室賀生活改善センター 2月25日(刈

)11 辺 川辺町会館 2月26日附 l

一

泉 小 泉 区 民 会 館 2月26日附

j甫 里 市役所川西支所 2月27日附

神 干;' ~ 上野が丘公民館 2月28日倒

西円リ山、手塚、山田 手塚公民館 3月3日(月)

十人、塩田新町、東前山 西塩田 会館 3月4日(刈

下組、中組、奈良尾

農協富士山支五E所7 333月月月 657日H日T喧もt 
神 )11 農協神川支

!j_ 尻 塩尻地区公民

納税申告出張受付日程表

や
不
動
産
所
得
な
ど
が
あ
る
人
は

申
告
が
必
要
で
す
。

出
張
相
談
会
場
の

御
利
用
を

申
告
さ
れ
る
皆
さ
ん
の
利
便
を
考

慮
し
て
、
右
表
の
日
程
で
出
張
相
談

を
行
い
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
受
付
時
間
は
、

各
会
場
と
も
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
四
時
ま
で
で
す
。

こ
の
出
張
会
場
で
申
告
で
き
な
か

っ
た
人
は
、
市
役
所
市
民
税
課
で
期

間
中
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後

五
時
ま
で
(
土
曜
日
は
午
前
中
)
に

申
告
を
し
て
く
だ
き
い
。

所
得
税
の
確
定
申
告

昭
和
六
十
年
中
の
一
年
間
に
得
た

す
べ
て
の
所
得
に
つ
い
て
計
算
し
た

所
得
税
額
が
、
源
泉
徴
収
や
予
定
納

税
で
す
で
に
納
め
た
税
金
と
比
べ
て
、

過
不
足
を
精
算
す
る
手
続
き
が
確
定

申
告
で
す
。

次
の
人
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す

の
で
、
上
田
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

市
民
税
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

一
、
年
末
調
整
さ
れ
た
給
与
以
外
の

給
与
の
収
入
金
額
と
、
そ
の
ほ
か

受付時間は、午前 9時30分から午後4時まて'て'す。

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万

円
を
超
、え
る
人

二
、
給
与
所
得
の
ほ
か
に
配
当
、
家

賃
、
営
業
所
得
、
農
業
所
得
な
ど

の
所
得
金
額
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人

確
定
申
告
の
相
談
会
場
も
、
期
限

間
近
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が
混
雑
し

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。
確
定
申
告
用
紙
は
税
務
署
か
ら

郵
送
し
て
あ
り
ま
す
が
、
確
定
申
告

が
必
要
な
人
で
用
紙
が
届
か
な
い
場

合
は
、
上
国
税
務
署
ま
た
は
市
役
所

市
民
税
課
の
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
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寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。
今

回
は
、
冬
の
肌
に
つ
い
て
お
話
し
し

宇
品

1
)
よ
、つ。

え

皮
膚
の
荒
れ

私
た
ち
の
肌
は
、
冷
た
い
空
気
に

さ
ら
さ
れ
た
り
暖
房
の
き
い
た
部
屋

報
で
生
活
し
て
い
る
と
、
湿
り
気
も
油

広
気
も
な
く
な
り
カ
サ
カ
サ
に
な
り
が

一
ち
で
す
。
皮
膚
は
、
体
温
の
調
節
を

一
し
た
り
、
冷
た
き
温
か
き
、
痛
み
な

一
ど
を
感
じ
る
大
切
な
働
き
を
し
て
い

一
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん
体
の
外
側
に
あ

一
る
た
め
ど
う
し
て
も
ト
ラ
ブ
ル
を
お

一
こ
し
が
ち
で
す
。

一
特
に
、
家
庭
の
主
婦
の
場
合
な
ど

一
水
仕
事
が
多
い
の
で
、
手
の
指
先
な

一
ど
に
ヒ
ビ
や
ア
カ
ギ
レ
が
で
き
た
り

号
し
て
、
手
の
荒
れ
が
目
立
ち
ま
す
。

似
ま
た
、
洗
剤
が
原
因
で
湿
似
が
で
き

喧
引
て
い
A
V
ト
A

寸

7
か
ゆ
砕
咽
ム
ロ
什
陣
、
排
山
釧
削
宇
品
官

7 

の

肌

紋
が
な
く
な
る
ほ
ど
の
ひ
ど
い
荒
れ

は
、
早
め
に
専
門
医
に
み
て
も
ら
い

ま
し
ょ
、
っ
。

一
般
的
に
は
、
お
ふ
ろ
に
入
り
石

け
ん
で
汚
れ
を
き
れ
い
に
洗
い
落
と

し
た
後
、
油
分
の
多
い
ク
リ
ー
ム
を

塗
っ
て
木
綿
の
手
袋
な
ど
を
し
て
寝

る
と
、
な
め
ら
か
に
な
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
冬
は
紫
外
線
が
意
外
に
強
く
、

冷
た
い
風
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
肌

を
傷
め
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
顔

な
ど
に
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
た
り
、
女

性
の
場
合
は
肌
に
合
っ
た
化
粧
品
で

保
護
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

子
供
の
湿
疹

寒
く
な
る
と
、
首
や
手
足
の
曲
が

っ
て
い
る
部
分
に
で
き
る
湿
疹
が
ひ

ど
く
な
る
ア
ト
ピ

l
性
皮
膚
炎
の
子

供
が
目
立

っ
て
き
ま
す
。
症
状
は
年

齢
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
が
、

必
ず
ロ
に
の
曲
が
っ
て
い
る
部
分
が
か
ゆ

社
会

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
‘
三
十
個

福
祉
施
設
へ

マ
有
限
会
社
イ
ン
テ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

れ
た
と
こ
ろ
が
、
俗
に

ρ

耳
ぎ
れ
。

と
い
う
ア
カ
ギ
レ
め
よ
う
に
な
っ
た

り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
の
と

き
は
必
ず
医
師
の
診
察
を
受
け
、
根

気
よ
く
治
療
を
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

日
常
生
活
で
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
皮
膚
を
清
潔
に
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
ー
一
日
一
回
は
お
ふ
ろ
に

入
り
、
石
け
ん
を
使
っ
て
き
れ
い

に
し
ま
し
ょ
う
。
あ
ま
り
ゴ
シ
ゴ

シ
こ
す
ら
な
い
よ
う
に
し
、
お
ふ

ろ
か
ら
上
が
っ
た
ら
必
ず
薬
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
供
の
爪

は
き
ち
ん
と
切
っ
て
お
き
ま
し
ょ

、つ。

二
、
肌
着
や
肌
に
ふ
れ
る
着
物
は
、

木
綿
に
し
ま
し
ょ
う
。
ー
洗
濯
洗

剤
は
粉
石
け
ん
を
使
い
、
よ
く
石

け
ん
分
を
洗
い
落
と
し
て
日
光
に

当
て
ま
し
ょ
う
。
柔
軟
剤
な
ど
は

避
け
た
方
が
い
い
で
し
ょ
う
。

三
、
湿
疹
が
ひ
ど
く
な
る
食
物
(
卵
、

牛
乳
、
肉
な
ど
)
は
、
様
子
を
み

な
が
ら
間
隔
を
あ
け
て
、
あ
げ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

四
、
部
屋
の
清
潔
に
心
が
け
ま
し
ょ

ぅ
。
!
一
日
一
回
は
掃
除
機
で
、

部
屋
の
す
み
ず
み
ま
で
掃
除
し
ま

し
ょ
、
7
。
ほ
こ
り
が
原
因
に
な
っ

V上小衛生施設組合高度処理施設

いよいよ着工

一
万
七
千
三
百
七
十
円

基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
二
十
五

社
会
福
祉

1月21日、上小衛生施設組合(組合長・永野上田

市長)の高度処理施設建設工事の安全祈願祭が行わ

れました 。これは、現在、放流水は環境基準価を下

回っているものの少し色がついているわけですが、

電気分解などの処理によって脱色をし、水質の向上

を図ることを目的としています。 4億 800万円をか

けて、今年の11月末には完成の予定です。

マ
長
野
県
連
合
青
果
株
式
会
社
機

み
か
ん
六
十
箱
社
会
福
祉
施
設
入

所
者
の
皆
さ
ん
へ

4自民健康保険の健康優良世帯を表彰
1月14日、「国民健康保険健康優良世帯表彰」が

れました。これは、国民健康保険に加入して

も世帯内中で、昭和55年度から 5年間一度も医

にかかることなく保険税を完納した世帯に対し

ったものです。今年度は、28世帯の皆さんが表

れ、永野市長から表彰状などが贈られました。
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御
寄
付
お
礼

次
の
方
々
か
ら
出
か
い
御
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

マ
こ
ろ
ぽ
つ
く
る
の
会
棟

一
万
五

千
二
百
五
十
八
円
社
会
福
祉
基
金

の
積
立
金
と
し
て

マ
東
部
高
等
学
校
一
年
六
組
一
同
犠

二
万
五
千
六
十
円

交
通
災
害
遺
児

の
皆
さ
ん
へ

マ
株
式
会
社
信
濃
路
う
さ

g
や
様

だえつー (9)一一一ー昭和61年 2月1日 広報

11111新しい形の年金シリーヌ:⑥11111

遺族基礎年金

改正 後イ丁

年

現

齢
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
が
、

手
足
の
曲
が
っ
て
い
る
部
分
が
か
ゆ

/
、
か
ゆ
っ
た

n
i

位
付
に
宵
耳
た
ぶ
の
は
J
1

社
会

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
三
十
個

福
祉
施
設
へ

マ
有
眼
会
社
イ
ン
テ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

棟

一
万
八
千
九
百
五
十
一
円
杜

会
福
祉
基
金
の
柏
立
金
と
し
て

マ
テ
ヅ
カ
デ
ン
キ
様
電
気
毛
布
一

枚
生
活
保
護
家
庭
へ

マ
北
信
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
様

五
万
円
社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金

と
し
て

マ
久
保
田
甲
子
茂
様

(五
加
)

カ

ラ
オ
ケ
セ

ッ
ト
一
式
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
へ

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
五
団
様

遺族基礎年金

金

遺

金

金

年

年

子

子

母

児

準

母

母子(準母子)福祉年金

砂受給 の 条 件 (次のすべてを満たしていること )

①死亡した人が被保険者か、または老齢基礎年金

の受給資格期間を満たしている。

現行の母子・準母子年金では 受給者が国民年金の

被保険者である必要がありましたが、新制度では死亡

した人が被保険者であることが必要です。

の
す
み
ず
み
ま
で
掃
除
し
ま

し
ょ
う
。
ほ
こ
り
が
原
因
に
な
っ

デ
、
ぃ
?
骨
こ
L
L
L
Uタ
宇

い

の

予

ι

よ
1
0

4国民1
1月14E

付われま L

1世手待。

者iこかかと

(fTっ Tこ喜

怒さtL、7)(1

一
万
七
千
三
百
七
十
円

基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
第
二
十
五

回
棟

一
万
六
千
七
百
五
円
社
会

福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
海
野
町
商
庖
会
棟

三
万
一
千
六

円

社

会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し

てマ
医
療
法
人
慈
善
会
安
藤
病
院
理
事

長
ほ
か
職
員
一
同
様

二
万
四
千
七

百
円

社

会

福

祉

基
金
の
積
立
金
と

し
て

マ
信
州
鋼
機
株
式
会
社
様
十
万
円

報
思
寮
施
設
整
備
費
と
し
て

②死亡した月の前々月までの被保険者期間のうち、

3分の 2以上は保険料が納められている(保険

料免除期聞を含む)か、老齢基礎年金の受給資

格期間(25年)を満たしている。

社
会
福
祉

現行では、保険料納付期間が 1年以上などの条件で

したが、それが緩和されました。

なお、昭和71年 4月 1日前の死亡については、この条

件を満た さなくても、死亡日の前々月までの 1年間に保

険料滞納がなけれは支給されることになっています。

マ
長
野
県
連
合
青
果
株
式
会
社
機

み
か
ん
六
十
箱
社
会
福
祉
施
設
入

所
者
の
皆
さ
ん
へ

マ
日
本
ガ
ス
水
道
株
式
会
社
社
員
会

様
一
万
六
千
七
百
七
十
五
円
社

会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

マ
鳥
清
様
一
万
四
千
七
百
九
十
二

円

社

会

福

祉

基
金
の
積
立
金
と
し

てマ

匿

名

三
万
円

社

会
福
祉
基

金
の
積
立
金
と
し
て

マ

匿

名

五

千

五
百
九
十
八
円

社
会
福
祉
基
金
の
積
立
金
と
し
て

砂受給できる人

死亡した人によって生計を維持されていた下記の人

囚18歳(障害児は20歳)未満の子供のいる妻

園18歳(障害児は20歳)未満の子供

砂年金額 (いずれも昭和59年度価格)

妻が受けるとき

戸吋♂v 社会保険出張相談日 ♂~叫

~ (2月〕
: 企-~...~~...- (第 1火曜日 4日
~ *-=f曲川左岸地区 i第 3火曜日 18日

} 会場松尾工業株式会社(川辺町)

2 ._~...~~..._ (第 2火曜日 (lr日)12日 L 

2 *千曲川右岸地区 {第4火日記日 25日 j 
f 会場…上回商工会議所(大手町) f 
~ 0各会場とも午前 10時~午後 3時 i 
(. 0 お問い合わせ…上田商工会議所宮⑫4500_~j 
h吋レ〆ト吋レPト、レ〆ト叫j 守、中 川ト吋レ〆ト吋レ川ト対レ，.，.、品目........ ぺR叫レ~ト可νRト吋シ々、.~....-....，

-現在、母子・準母子・遺児年金、母子・準母子

福祉年金を受けている人、または改正前に受け

られる人

時すべて遺族基礎年金を受けることになります。

〈国保年金課年金係官⑫4100内線284・有線②0711> 
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お知らせ国
際
青
年
年
記
念
事
業

えつ

外
国
青
年
の

広報

日
本
語
弁
論
大
会

青
少
年
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
6
8
1

市
内
お
よ
び
県
下
に
在
住
す
る
外

国
青
年
が
、
日
本
の
生
活
体
験
を
通

し
て
感
じ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
日
本

語
で
発
表
し
ま
す
。
外
国
青
年
の
意

見
発
表
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
国
際

的
視
野
を
広
め
国
際
感
覚
を
身
に
つ

号
け
る
の
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

仰
と
き
:
・
二
月
二
十
三
日
日
午
後
一

第

時

三

十
分
か
ら
同

d

d

五
円
三
十
分

ハ同

1月19目、恒例の消防出初め式ガ行われ、

消防団員、婦人消防隊、自衛水防団など1.300
名の皆さんガ、一中から市民会館まで市中

行進しきました。市役所前では、団員の皆さ

んによる「火消し太鼓」や「はしご乗り」も

彼露されました。

と
こ
ろ
・
:
上
田
市
文
化
会
館

入
場
料
・
・
・
無
料

発
表
者
出
身
国
:
・
パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
、
タ
イ
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ネ

パ
l
ル
、
イ
ギ
リ
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
ア

メ
リ
カ
、
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
十
一
か
国
十
二
名

市
長
選
挙
立
候
補

手
続
き
説
明
会

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線
5
7
1

三
月
二
十
三
日
に
行
わ
れ
る
市
長

選
挙
の
立
候
補
予
定
者
お
よ
び
そ
の

闘
関
係
仲
#
旬
キ
ι
村
川
島
小

ド
ド
、
す

L
s
m捕
m手
J

綜
帆
美
C

』

υ川
e
付
炉

L

・iLF
4
，
川
ド

4
4
、f
v
a
判
例
H
I
P
--
れ

h
u
n
1
組
事
除
剤
判
'
仏
冨

保
育
園
の
入
国
申
請

を
聞
き
ま
す
。
出
席
で
き
る
人
は
、

立
候
補
予
定
者
ま
た
は
事
務
長
予
定

者
の
ほ
か
二
名
ま
で
で
、
一
人
の
立

候
補
予
定
者
に
つ
き
三
名
以
内
で
す
。

と
き
:
・
二
月
二
十
一
日
幽
午
前
十

主リ

と
ニ
ろ
:
・
市
役
所
四
階
第
一
会
議
室

三
種
混
合
予
防
接
種

回
同
凶

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

三
種
混
合
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

一
月
の
一
固
め
に
続
き
二
固
め
の
接

種
を
左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
一
期
の
対
象
者
で
一
固
め

に
接
種
で
き
な
か
っ
た
子
供
さ
ん
も
、

予
備
日
(
四
月
八
日
・
九
日
)
ま
で

含
め
る
と
三
回
で
き
ま
す
の
で
、
お

受
け
く
だ
き
い
。
詳
し
く
は
、
一
月

一
日
付
け
の
「
広
報
う
え
だ
」
を
御

覧
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
の
教
室
に

御
参
加
を

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

有
線
②
0
6
7
1

実
施
し
ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

受
講
料
は
無
料
で
す
。

と
き
:
・
二
月
二
十
四
日
間
午
前
十

時
か
ら
正
午

と
ニ
ろ
:
・
市
役
所
南
庁
舎
五
階
三
・

四
・
五
会
議
室

内

容
。
ス
ラ
イ
ド
映
写
会

O
講
演
「
家
庭
主
婦
と
国
民
年
金
」

ー
高
齢
化
社
会
に
備
え
て
|
小
諸

社
会
保
険
事
務
所
・
堀
龍
国
年
調

査
官

O
質
疑
応
答

申
込
先
:
・
二
月
二
十
日
附
ま
で
に
、

生
活
環
境
課
生
活
係
へ
電
話
な
ど

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

死t事故抑止
緊急対策運動実施中

一事故が多発していますー

ン』トベルト・ヘルメットは

必ず着用し、

安全運転を励行しましょう。

iij年度(後期)三種混合予防接種目程表
年
制
以
上
の
大
学
に
昭
和
六
十

一

年
度
新
入
す
る
人
五
十
人
程
度
、

各
種
専
門
学
校
生
な
ど
若
干
人

市
で
は
、
新
し
い
年
金
制
度
と
高

齢
化
社
会
の
問
題
点
を
主
婦
の
皆
さ

ん
に
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
次
の
と

お
り
「
上
田
市
暮
ら
し
の
教
室
」
を

の
二
ヰ
問

(
八
十
回
)、
火
・
金
曜

日
の
午
後
六
時
か
ら
同
九
時

定

員

:
・
三
十
名
(
雇
用
保
険
加
入

二
O
パ
|
七

ン
ト
の
税
金
が
か
か
り、

四
千
万
円
を
超
え
る
と
他
の
所
得
と

総
合
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
ョ
短
期
諜
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障
害
者
の
方
々
の

歯
科
治
療
相
談
の
先
生

保
健
予
防
課
保
健
相
談
室

宮
(
⑫

4
1
0
0
内
線

2
9
0

心
身
の
不
自
由
な
方
々
の
歯
科
治

療
相
談
医
の
先
生
が
、
上
田
市
で
は

八
名
、
県
歯
科
医
師
会
で
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
障
害
者
の
方
々
の
歯
科
治

療
に
つ
い
て
、
相
談
窓
口
と
な
る
歯

科
医
療
機
関
で
す
。

だえ

輿 *- 章比古(北上田歯 科 医 院 )

清 *- '1宣 生(清 *- 歯 手斗 医 院)

布 施 修一郎(一理堂歯科医院)

布 施 隆: 二(布 施 歯 手斗 医 院)

i生 見 信一郎(神 手斗 法I 手斗 医 院)

呂 下 貞 夫(宮 下 1歯 手斗 医 院)

キ寸 居 正 雄(海野町歯科診療所)

相H t尺 j青 彦(柳 沢 歯 手斗 医 院)

つ
(敬称略、 50音順)
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保
育
園
の
入
国
申
請

お
済
み
で
す
か

保
育
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

3
8
2

有
線
②
0
8
0
1

保
育
園
の
四
月
入
園
の
申
請
を
ま

だ
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
は
、
二
月
末

日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
は
、
保
育
課
で
行
い
ま
す
。
申

請
書
は
、
民
生
(
児
童
)
委
員
さ
ん
、

市
役
所
・
各
支
所
お
よ
び
各
保
育
園

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
転
居
な
ど
の
理
由
で
、
す

で
に
し
た
申
請
と
異
な
る
保
育
園
へ

入
国
し
た
い
場
合
、
ま
た
は
申
請
を

取
り
消
す
場
合
は
、
お
早
め
に
保
育

課
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

長
野
県
学
生
寮
の

入
寮
生
を
募
集

長
野
県
学
生
寮
事
務
局

宮

0
2
6
2⑫
0
1
1
1内
線
7
5
4

埼
玉
県
浦
和
市
に
あ
る
長
野
県
学

生
寮
で
は
、
次
の
と
お
り
昭
和
六
十

一
年
度
の
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
・
:
男
子
で
、
修
業
年
限
四

年
制
以
上
の
大
学
に
昭
和
六
十
一

年
度
新
入
す
る
人
五
十
人
程
度
、

各
種
専
門
学
校
生
な
ど
若
干
人

入
寮
期
間
・;
四
年
以
内
、
た
だ
し
修

業
年
限
を
超
、
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

申
込
資
格
:
・
長
野
県
出
身
者
で
、
大

学
、
各
種
専
門
学
校
(
短
大
を
含

む
)
も
し
く
は
大
学
予
備
校
に
昭

和
六
十
一
年
に
入
学
を
予
定
し
て

い
る
人
、
ま
た
は
現
に
在
学
し
て

い
る
人
(
た
だ
し
、
夜
間
大
学
生

は
除
き
ま
す
)

申
込
受
付
期
間
・
:
二
月
十
五
日
出
か

ら
同
二
十
八
日
幽

申
込
用
紙
・
・
・
長
野
県
住
宅
課
内
長
野

県
学
生
寮
事
務
局
、
上
小
地
方
事

務
所
建
築
課
に
あ
り
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

上
小
高
等
職
業
訓
練
校
で
は
、
パ

ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
操
作
技

能
を
習
得
す
る
た
め
の
学
科
、
実
技

(
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
)
な
ど
の
訓
練

を
開
講
し
ま
す
。

と
き
・
:
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

の
一
年
間
(
八
十
回
て
火
・
金
曜

日
の
午
後
六
時
か
ら
同
九
時

定
員
:
三
十
名
(
雇
用
保
険
加
入

者
)

土
地
や
建
物
を

売
っ
た
と
き
の
税
金

上
国
税
務
署
宮
⑫
1
2
3
4

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き
の
利

益
は
譲
渡
所
得
と
い
い
、
こ
の
譲
渡

所
得
に
も
税
金
が
か
か
り
ま
す
。

所
得
税
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
人

の
一
年
間
の
す
べ
て
の
所
得
を
合
計

し
て
計
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
土
地
や
建
物
を
売

っ
た
と
き

の
譲
渡
所
得
に
対
す
る
税
金
は
、
他

の
所
得
と
分
離
し
て
計
算
す
る
な
ど
、

通
常
の
計
算
方
法
と
は
異
な
っ
て
い

ま
す
。

分
離
課
税
の
譲
渡
所
得
は
、
譲
渡

し
た
土
地
や
建
物
の
所
有
期
間
が
、

そ
の
年
の
一
月
一
日
に
お
い
て
十
年

を
超
え
る
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得
と
、

十
年
以
下
の
場
合
の
短
期
譲
渡
所
得

に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
方
法

で
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

長
期
譲
渡
所
得
は
、
通
常
の
場
合
、

百
万
円
の
特
別
控
除
を
差
し
引
い
た

後
の
金
額
が
四
千
万
円
以
下
の
場
合

ン』ト

二
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
税
金
が
か
か
り
、

四
千
万
円
を
超
え
る
と
他
の
所
得
と

総
合
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
短
期
譲

渡
所
得
に
は
、
長
期
譲
渡
所
得
の
よ

う
な
百
万
円
の
特
別
控
除
は
あ
り
ま

せ
ん
し
、
四

O
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の

税
金
が
か
か
り
ま
す
。

な
お
、
譲
渡
所
得
の
課
税
に
あ
た

っ
て
は
、
例
え
ば
自
分
が
住
ん
で
い

る
家
屋
と
そ
の
敷
地
を
譲
渡
し
た
り
、

収
用
対
象
事
業
の
た
め
に
土
地
な
ど

を
譲
渡
し
た
と
き
に
は
、
三
千
万
円

の
特
別
控
除
な
ど
課
税
上
の
特
例
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
場
合

に
は
上
国
税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

av 文
化
講
演
会
に

お
出
か
け
を

中
部
電
力
上
国
営
業
所

宮
⑫
1
2
4
0

と
き
・
:
二
月
二
十
二
日
出
午
後
一

時
か
ら
同
三
時

と
ニ
ろ
:
・
上
回
勤
労
者
福
祉
セ

ン
タ

講
演
:
・
「
女
性
の
生
き
方
」

H
H
側

ア
イ
デ
ィ
ア
パ
ン
ク
代
表
取
締
役
・

佐

橋

慶

さ

ん

入
場
:
・
無
料
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(
十
二
月
三
十
一
日
現
在
)

次
の
方
々
が
な
く
昔
ら
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
め
い
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

萩
原
毛
ふ
さ
ん

(中
央
西
二
)

下
紺
屋
町

関

ケ

サ

ミ

さ

ん

越

戸

井

上

よ

し

江

さ

ん

福

田

、
え
小
出
富
三
さ
ん

上
本
郷

甲

田

儀

市

さ

ん

鈴

子

、「
J報広

一一
司ア一直一産一

2月15日佳)

i ~ ①大型生にしん 2尾(子持ち 1、白子1) 350円

②新物釣りたらの子(甘塩) 100g 350円

③まぐろ粕漬け 1枚 90円

1及い盾・・・市内産直協力庖

〈生活環境課生活係官⑫4100内線301>
F・-咽-骨4・・・--酔・---・H・-ー-- ー

回
げ戸タ

月16日

逢
坂
光
尾
さ
ん

渡

浩

賢

さ

ん

宮
本
彦
一
さ
ん

(天
神

こ

飯
野
一
義
さ
ん

(中
央

ご

倉

持

勝

さ

ん

(
緑
が
丘
一
)

藤
田
寺
子
さ
ん

山
浩
信
一
さ
ん

(
常
入
こ

武
田
か
つ
よ
さ
ん

小
山
首
門
治
郎
さ
ん

平
山

っ
き
さ
ん

増
津
せ
き
の
さ
ん

竹
内
正
義
さ
ん

(
常
田
二
)

北
常

田

八

二

池

田

よ

し

さ

ん

神

科

新

屋

八

六

前

回

九

七

さ

ん

町

吉

田

八

二

木

藤

久

雄

さ

ん

浦

野

八

一

秋

山

俊

雄

さ

ん

中

野

七

五

財
津
一

こ

さ

ん

下

郷

八

O

竹
内
愛
子

さ

ん

金

井

七

二

尾

津

桐

さ

ん

浦

野

三

八

福

津

公

人

さ

ん

福

田

ー
七
三

井
上
茂
雄
き
ん

(
常
田
三
)

堀
内
武
人
さ
ん

西
牧
せ
つ
子
さ
ん

金
井
裕
一
郎
さ
ん

半
巾
叫
刊
時
吋
仲
山
部
、
ん

八四七九七
O 六三一六

五下

力日生郎

八
一

六
五

北
天
神
町

鷹
匠
町

七
七

緑
が
丘

大

屋

七
四

七
三

踏

入

小

泉

下
之
郷

大

屋

諏
訪
形

八 七 八 九 八
O 一 四 四 一

天
谷
ち
か
さ
ん

山
溢
正
己
さ
ん

窪
田
直
人
さ
ん

倉
坂
か
た
野
き
ん

和
田
睦
子
さ
ん

金
児
富
江
き
ん

(中
央
四
)

上
紺
屋
町

竹

内

茂

さ

ん

大

屋

舎
田

あ

や

の

さ

ん

下

組

井
津
書
子
さ
ん

越

戸

横
沢
文
男
さ
ん

(
中
央
五
)
上
鍛
冶
町

竹

田

篤

さ

ん

梅

が

丘

西

津

安

き

ん

中

之

条

深

津

ひ

ろ

さ

ん

金

井

岡

保

さ

ん

岩

下

中

嶋

秋

雄

き

ん

上

塩

尻

倉

津

保

さ

ん

築

地

宮

津

一

朗

き

ん

院

内

加
藤
龍
雄
さ
ん

(大
手
二

)

大

手
町

渡
辺
安
治
さ
ん

(
中
央
六

)

鍛

冶

町

佐
藤
金
子
さ
ん

川
辺
町

石

坂

正

さ

ん

黒

坪

塚

田

安

さ

ん

五

加

甲

田

利

う

き

ん

五

加

伊

奈

厚

き

ん

神

科

新

屋

坂
本
は
な
よ
さ
ん

(中
央

こ

西
咽
律
相
只
志
子
さ
ん

ノ、
久、

御山諏下 黒
訪

所田形堀坪

手
塚
二
三
子
さ
ん

小
林
ミ
ツ
エ
さ
ん

(天
神
四
)

南
天
神
町

土

井

稔

男

さ

ん

大

屋

須
藤
章
子
さ
ん

(中
央
三

)

馬

場

町

松

本

慎

一

さ

ん

東

築

地

清

水

重

男

さ

ん

築

地

青
木
十
重
さ
ん

(中
央
三

)

横

町

山

崎

サ

ク

さ

ん

保

野

田

謹

次

春

さ

ん

野

竹

宮

津

信

久

さ

ん

中

組

小
林
保
雄
さ
ん
上
川
原
柳
町

村
山
蕎

美

子

さ

ん

下

之

郷

柳
原
武
子
さ
ん

(
常
磐
城
二
)
新

町

梶
浦
ま
つ
江
さ
ん

(
中
央
東
)

上

川
原
柳
町

大
井
し
け
さ
ん

(中
央
五
)

小
島

近

さ

ん

粛
藤
ふ
う
さ
ん

翠
川
甲
吉
さ
ん

中
村
義
贋
さ
ん

木
村
周
一
さ
ん

(
中
央
二
)

北
島
敏
雄
き
ん

林

ふ

じ

め

さ

ん

増
井
潤
作
さ
ん

同
国
靖
国
宵
話
一
附
印
。
ィ

t
'ん

七
四

六
五

七
三

八
八

五
O

七八 六五
九 O 九 O

八七九八六七八五
九八三四 六 回 O 五

八
五

八
三

五
三

六
四

八
九

八
五

八
四

神新

田

中

野
川
辺
町

伊
勢
山

下
塩
尻

t上福西浦横
i祖前

何 回 出 野 町 世田

七五六
八一

七
二

二
四

五
三

八
三

七
三

七
五

八
九

六
一

七
五

五
四

八九
一

五
四

八
二

七
三

八
八

令暴力三ない運動、に御協力を
上岡市暴力追放会議

上田市から暴力を追放するため、 い暴力三ない運

動、に御協力ください。

0暴 力やいやがらせを見たとき、被害を受けたと

きは、勇気を出して110番通報する。

0債権の取り立てや商売上のもめごとに暴力団を

利用しない。

O暴力団が用心棒などを申し込んで・きても拒否する。

市役所前にバス停がで、きました
以前か ら、青木発一上田公園 田りのパス (千曲

|ベえ)を市役所前に停めてほ しい旨の要望があ り

Eしたか、市ではパス会社に働きかけ ましたとこ

‘l月20日から市役所前にノ〈スが停まることに

，1)ました。今のところ青木 9時15分発一市役所

九時47分の一本だけの運行ですが、 利用状況に

芯 Jては地発も考えられます。
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